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1. 検索技術 

• 検索サイトは下記の2種類に大別される 

 (1) ロボット型（カテゴリ検索） 

   ネットのWeb文書を定期的に巡回して情報を集め

検索インデクスを作成。 

 (2) ディレクトリ型（Web検索） 

   人が登録申請されたサイトやネットを見て、手動で
検索インデクスを作成。 

      有料登録のリスティング広告（検索連動型広告)は
ディレクトリ型 
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1.1 ロボット型検索エンジン 

• Web検索に使用されるロボット型検索エンジ
ンには「Google」とYahoo!の「YST」を使用する
グループとマイクロソフトの「Bing」がある。 

• ポイントは検索キーワードに対し、どれだけ良
い品質の検索結果及び順位を表示できるか 

• 検索品質の向上やSEO防止対策のためアル
ゴリズムの変更がよく行われる 

• 検索インデックスの登録は早い 
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1.2 ディレクトリ型検索エンジン 

• 手動でデータベースに登録するため、登録数
は少なく、時間がかかる。 

• 人がキーワードや登録内容の確認を行うの
で、検索したときにサイトの内容が適切で分
かり易いことが多い。 

• 代表的なサイトは「Yahoo!」 

• ロボット型に比較し、登録数が少ないため減
少傾向  Yahoo!ジャパンがGoogleと提携 
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1.3 検索エンジンの動向 

「http://plaza.harmonix.ne.jp/~ma0011/engin.htm」より引用 
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1.4 代表的な検索エンジン(1/3) 

「http://plaza.harmonix.ne.jp/~ma0011/engin.htm」より 
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1.4 代表的な検索エンジン(2/3) 

「http://plaza.harmonix.ne.jp/~ma0011/engin.htm」より 
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1.4 代表的な検索エンジン(3/3) 

「http://plaza.harmonix.ne.jp/~ma0011/engin.htm」より 
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1.5 Googleの検索テクノロジー 

• Google の検索テクノロジーを支えているのは、一連の計

算を数分の一秒で同時に行うソフトウェア。 

• 従来型の検索エンジンは、単語が 一つのWeb ページに

何回出てくるかに重点を置いてる。 

• Google の PageRank™ テクノロジーはWebのリンク構造全

体を調べ、どのページが最も重要かを判断する。 

• その後、ハイパーテキスト一致分析を通じて、現在行って
いる検索に関連のあるページを特定する。 

• Google は、全体の重要度と検索クエリの関連性を組み合

わせ、最も関連性の高い、信頼の置ける結果を提供して
いる。 
 

http://www.google.comのHPより 
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1.5 GoogleのWebページの評価法 

• GoogleはWebページの重要性の評価方法として、リ

ンクされていることは投票されている、とみなすペー
ジランクのアルゴリズムの検索技術を採用 

• 単に、被リンクの数からページランクを決めるので
はなく、リンク元のサイトの格付けをしている。 

• これで、リンクファーム（何百ものリンクを並べただけ
の無意味なサイト）によって意図的にページランクを
高めるSEO手法が使えなくなるようにしている。 

• 検索エンジンスパムをはじくため、あまりに多くの
キーワードが出るページのランクを低くしてる。 

11 

1.5 Googleの検索概念図 

http://www.google.comのHPより 
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2. パーソナライゼーション 

• パーソナライゼーションとは、ネットショップやポータ
ルで、顧客ごとの画面表示を行う技術 

• 利用者にとって便利な機能で、かつリピータとなるこ
とで、ネットショップの売り上げ増につながる。 

• ログインして利用者を知った上で行う場合と、Cookie 
(Webサイトの利用者が、Webブラウザを通じて訪問
者のコンピュータに一時的に書き込んだメモ)を用い
る場合がある 

• 例えばアマゾンにおいて、「あなたにおすすめの商
品」という形で表示されるものがこれである 
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2.1 パーソナライゼーションの好循環 

• 顧客がショップサイトを訪問 

  ショップサイトが顧客について学習し、顧客
ニーズについてナレッジを蓄積 

  そのナレッジを用いて価値のあるサービス
を提供 

  顧客がそのサービスに満足 

  ロイヤリティを獲得。リピータになる。 
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3. ASP(Application Service Provider) 

• ASPとは、ユーザにシステムを販売するのではなく、
使用契約でアプリケーションの使用を提供する。 

• アプリケーションはユーザ側にインストールしないで、
センター側に設置するサーバにインストールする。 

• ASPでは主としてパッケージソフトをインターネットや
VPNなどのWANを通して提供する。 

• ユーザはアプリケーションを「所有」するのではなく、
「利用」する。 

• ASPは利用するユーザは、サーバもアプリケーション
も持たず、社内に運用担当者がいなくてすむため、
コストを削減できる。 
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3.1 ASPのユーザのプラスとマイナス 

• ユーザ企業側のプラス面 

 (1) ITの初期投資が少なくて済む 

 (2) 最新のサービスを利用できる 

 (3) 運用の手間が省ける 

• ユーザ企業側のマイナス面 

  (1) 自由にシステムの機能が変えられない 

  (2) サービスの品質の問題がつきまとう 
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4. Webサービス 

• WedサービスとはXML,HTTP,SOAPなどのインターン

ネットと標準技術を使用して、異なるプラットホーム
上のアプリケーションとも統合することが可能なソフ
トウェアの総称 

• 機能を部品化することで、初期投資を少なくすること
ができ、加えて柔軟なシステムを構築することがで
きる。 

• 汎用サービスの部品化が可能になることで、外部か
らそのサービスを使うことでビジネスの差別化に利
用できる。 
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4.1 Web2.0 

• Web2.0とは、情報の送り手と受け手が固定され送り

手から受け手への一方的な流れであった状態
(web1.0)が、送り手と受け手が流動化し誰でもが
ウェブを通して情報を発信できるように変化したweb
の利用状態のこと。 

• Web 2.0の本質を「ネット上の不特定多数の人々（や

企業）を、受動的なサービス享受者ではなく能動的
な表現者と認めて積極的に巻き込んでいくための技
術やサービス開発姿勢」としている。 
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4.2 Web2.0の特徴 

• 一般のソフト並みに操作性が高いネットサービス 

  Google Mapsの地図スクロールなど。 

• 造語階層分類学ではなく、ユーザが自由に分類 

• 利用者参加型サービス 

  Wikipedia(利用者が自由に読み書きできるネット上
の百科事典)や、はてなキーワードなど。 

• ロングテール 

• Webサービスの利用による外部サービスの利用 
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5. セキュリティ技術 

• ネットでは、セキュリティ対策として、PKI(Public Key 
Infrastructure、公開鍵基盤)を用いた暗号化やディ
ジタル署名が利用されている。 

• セキュリティ技術では、公開鍵基盤を利用した技術
が重要である。 

• 共通鍵方式は、秘密の通信を多くの相手と行う場合
は不向きである。 

• 公開鍵方式として、RSA暗号方式が使用されている。 

• RSA暗号は大きな数の素因数分解の困難性を利用 
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5.1 情報を安全に送るには何が必要か 

(1)  盗み見の防止は不可能 

   インターネット で情報を送る限りは、情報 

   の盗み見 を完全に防ぐことは不可能 

(2)  読むことができないようにする 

      情報を「暗号化 」して送信する 

    送信者：  情報を暗号化 する 

    受信者： 復号化 して情報に復元する 
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5. 2 使用されている暗号を調べる 

(1)  暗号化されたWeb 

   http :   暗号化されていないWeb 

     https : 暗号化されたWeb (s: security) 

(2)  使用されている暗号を調べる 

     httpsのWebページを右クリック  プロパティ 

   (a)  接続:  SSL 3.0、RC4/128 ビット暗号 (高);     
         RSA / 1024 ビット交換 

   (b)  接続:  TLS 1.0、AES/128 ビット暗号 (高);  
         RSA / 1024 ビット交換 
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5.2 インターネットの暗号調査例 

東京工芸大HP(http) 工芸ネット(https) 
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5.3 暗号化通信システム 

(1) SSL (Security Session Layer)  
     SSL は、Netscape 社によって開発された通信路 
   を暗号化する仕組み。 
     プライバシーに関わる情報やクレジットカード番
号、 

   企業秘密などを安全に送受信することができる。 
     RSA暗号で鍵を送付し、データ自体は共通鍵暗
号 

 で暗号化して送信する、ハイブリッド方式 

(2) TLC (Transport Layer Security) 
     SSLを標準化団体IETFで標準化したもの 
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5.4 共通鍵暗号と公開鍵暗号 

(1) 共通鍵暗号 
  暗号化と復号化で共通の鍵を使用 
  利点： 高速に処理できる 
  欠点： 鍵の送信が必要である 

(2) 公開鍵暗号 

     暗号化した鍵では復号化できない 

  利点： 鍵の送信が不要(公開鍵で暗号化) 

     欠点： 共通鍵暗号に比べ処理が遅い 
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5.5 共通鍵暗号方式 

(1)  紀元前50年にシーザーが使用 
    英字を指定数ずらす。(a,b,c,..  d,e,f,..)   

(2)  暗号化処理 
      ビットの転置、シフト、加算(桁上げなし)の 組み合

わせ。暗号化強度はビット数に依存。 

(3) 代表的な暗号 
  (a)  DES（Data Encryption Standard) ： 1977年に米国標準  
  (b)  AES (Advanced Encryption Standard)：2002年DESの後継  
  (c)  RC4： RSA暗号を開発したR.L.Rivestの開発した暗号  
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5.5 公開鍵暗号方式 

(1) 1976年に公開鍵暗号を発表 

   共通鍵暗号の鍵の「配送問題」を解決する手段と 

  して開発。暗号化と復号化に別の鍵を用いる。 

(2) 1978年にRSA暗号を発表   

   R.L.Rivest, A.Shamir, L.M.Adlemanの3名が開 

  発したのでRSA暗号と言われる。 

   多数桁の因数分解の困難性を利用した暗号方式。 

      現在の公開鍵暗号は全てRSA/1024である。 
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5.6 RSA暗号の仕組み 

• RSA暗号鍵の作成(数学的な方法) 

   (1)  素数p, qを選ぶ。 

   (2)  n = p×q及びf = (p-1)×(q-1)を計算 

   (3)  素数eを選ぶ。 

   (4)  d = 1/e mod(f)となるdを計算する。 

 

• (e,n)が公開暗号化鍵、(d,n)が復号鍵となる。 
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5.6 RSA暗号化と復号化 

• RSA暗号化 

 (1) 文をn以下の数Mに変換（公開方法) 

   (2) C=Me mod(n)で暗号Cを作成 

  

• RSA復号化 

   (1) M=Cd mod(n)で元の数Mに復号 

   (2) 数Mを文に変換（公開方法) 
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5.6 RSA暗号の復号化の数学理論 

n=p×qのp,qが素数なら M(p-1)(q-1)=1 mod(n) 

なるオイラーの定理を使用 

 

  Cd mod(n) = (Me)d mod(n) = Mαf+1 mod(n) 

                   = (M(p-1)(q-1))α×M  mod(n) 

                   = M mod(n) = M    

     ed = 1 mod(f)で ed=αf+1 (αは整数)を利用 
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5.7 電子署名 

http://www.soumu.go.jp/のHPより 
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5.7 電子証明書発行のイメージ 

http://www.soumu.go.jp/のHPより 


